
平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
七
日
受
領

答

弁

第

一

一

号

内
閣
衆
質
一
七
八
第
一
一
号

平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

野

田

佳

彦

衆

議

院

議

長

横

路

孝

弘

殿

衆
議
院
議
員
橘
慶
一
郎
君
提
出
国
と
地
方
自
治
体
と
の
関
係
に
係
る
菅
内
閣
か
ら
野
田
内
閣
へ
の
引
継
ぎ
に
関
す
る
質
問
に

対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
橘
慶
一
郎
君
提
出
国
と
地
方
自
治
体
と
の
関
係
に
係
る
菅
内
閣
か
ら
野
田
内
閣
へ
の
引
継
ぎ
に
関
す
る
質

問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
閣
議
決
定
」
及
び
「
相
談
窓
口
」
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
九
年
法
律
第
九
十
四
号
）
附
則
第
五
条
を
改
正
す
る
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進

を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
五
号
）
第
十
六
条
の
規
定
の
施
行
日
で
あ
る

平
成
二
十
三
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
に
行
う
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

閣
議
決
定
は
、
内
閣
の
意
思
決
定
と
し
て
内
閣
の
統
轄
下
に
あ
る
行
政
機
関
を
拘
束
す
る
も
の
で
あ
り
、
各
行
政
機
関
の

関
係
職
員
は
そ
の
決
定
に
従
っ
て
職
務
を
執
行
す
る
責
務
を
有
す
る
。
閣
議
決
定
の
効
力
は
、
原
則
と
し
て
そ
の
後
の
内
閣

に
も
及
ぶ
と
い
う
の
が
従
来
か
ら
の
取
扱
い
と
な
っ
て
い
る
が
、
憲
法
及
び
法
律
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
新
た
な
閣
議
決
定

に
よ
り
前
の
閣
議
決
定
に
必
要
な
変
更
等
を
行
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
国
務
大
臣
は
、
憲
法
を
尊
重
し
擁
護
す
る

義
務
を
負
い
、
内
閣
は
、
国
会
が
制
定
し
た
法
律
を
誠
実
に
執
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

一



三
か
ら
五
ま
で
に
つ
い
て

平
成
二
十
四
年
度
以
降
の
恒
久
的
な
子
ど
も
の
た
め
の
金
銭
の
給
付
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
八
月
十
二
日

に
開
催
さ
れ
た
国
と
地
方
の
協
議
の
場
に
お
い
て
、
「
国
側
は
、
特
別
措
置
法
成
立
後
速
や
か
に
、
国
と
地
方
の
協
議
の
場

に
お
い
て
地
方
側
と
協
議
し
、
制
度
設
計
を
進
め
て
い
く
こ
と
」
で
協
議
が
調
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
平
成
二
十
三

年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
七
号
。
以
下
「
特
別
措
置
法
」

と
い
う
。
）
附
則
第
二
条
第
一
項
に
お
い
て
「
全
国
的
連
合
組
織
（
地
方
自
治
法
第
二
百
六
十
三
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す

る
全
国
的
連
合
組
織
で
同
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
も
の
を
い
う
。
）
の
代
表
者
そ
の
他
の
関
係
者
と
十
分
に
協
議
を

行
い
、
当
該
措
置
に
つ
い
て
こ
れ
ら
の
者
の
理
解
を
得
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、

今
後
、
平
成
二
十
四
年
度
予
算
の
編
成
過
程
に
お
い
て
、
地
方
団
体
と
の
協
議
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

ま
た
、
国
と
地
方
の
協
議
の
場
の
分
科
会
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
国
と
地
方
の
協
議
の
場
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三

年
法
律
第
三
十
八
号
）
第
五
条
第
三
項
に
お
い
て
、
「
分
科
会
の
開
催
、
構
成
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
議
長
が

協
議
の
場
に
諮
っ
て
定
め
る
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
政
府
と
し
て
地
方
側
の
御
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
適
切
に

対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

二



六
に
つ
い
て

特
別
措
置
法
の
施
行
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
経
費
に
つ
い
て
は
、
安
心
こ
ど
も
基
金
を
、
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
改
修
経
費
以

外
の
事
務
費
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
度
予
算
に
計
上
し
て
い
る
子
ど
も
手
当
市
町
村
事
務
取
扱
交
付
金
を
、
そ
れ
ぞ

れ
充
て
る
こ
と
を
検
討
し
て
お
り
、
安
心
こ
ど
も
基
金
の
執
行
状
況
等
を
踏
ま
え
、
地
方
公
共
団
体
に
負
担
が
発
生
し
な
い

よ
う
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

三


